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（２）南丹市美山町 

    

◆訪日外国人旅行者の誘客に向けての美山町の動向  

   ・美山町は豊かな自然が残り、また茅葺きの古民家がおりなす町並みをもつ小さな町であ 

    り、「かやぶきの里」と呼んでエコツーリズムを展開してきた。 

   ・冬期には降積雪が多いことから、雪のシーズンには京都をおとずれた台湾からの観光客 

    を誘客してきた実績はあるが、訪日外国人旅行者の増加をにらんで、雪資源を活用した 

    取組に挑戦したい。 

    ・具体的には台湾市場へのアプローチは継続しつつ、「雪体験」「雪観光」にニーズがあると 

     思われる東南アジア向けのツアーを企画したい。また雪の多い時期が中華圏の春節（旧正 

     月）の時期に重なることから、この時期の旅行者を誘客するツアーも考えたい。 

◆美山町の取組テーマと方向性 

 （取組テーマ）「雪資源」と「春節」を活用したバスツアーや宿泊商品の造成・販売 

 【取組の具体的方向性】 

  1）「雪資源」を活用したバスツアー商品の開発と販売 

  2）「雪資源」を活用するための付加価値体験プログラムの開発と実施 

  3）雪体験をさらに深めるための宿泊商品の造成と販売 

  4）農家集落や農家との交流プログラムづくり（オプション・プログラムとして） 

 ◆今年度の活動 

  ①「雪資源」と「春節」を活用したバスツアー（日帰り）の造成と販売 

    雪体験が可能で春節の休み（2016 年は 2 月 8 日の前後 1 週間）が重なる 1 月末～2 

   月初旬に、中華圏や東南アジアの旅行者を対象とするバスツアーを造成し、JTB を通 

   じて販売を行った。 

   １）京都・美山かやぶきの里ライトアップ散策 （中国語ガイド） 

      京都から直接、美山町を訪問し、雪に触れながら様々な体験を楽しむ午後半日 

     の日帰りツアー。中華圏の旅行者をターゲットとして、春節の休みに合わせて催 

     行。中国語ガイドが同行した。  

      （実施時期）平成 28 年 1月 30 日（土）～2月 6日（土）に 5回（日）催行 

      （ツアー参加者合計）349 人 

   ２）冬季限定 京都・天橋立と美山かやぶきの里バスツアー （英語ガイド） 

         大阪から出発し、午前中は日本三景の一つ「天橋立」を楽しみ、昼食後は美 

     山町を訪問し、雪に触れながら様々な体験を楽しむ 1日の日帰りツアー。東南ア 

     ジア及び欧米の旅行者をターゲットとして、英語ガイドが同行。 
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    （実施時期）平成 28年 2 月９日（火）～平成 28 年 2月 15 日（月）に 

          3 回催行 

    （ツアー参加者合計）33 人 

   ３）京都・天橋立と美山かやぶきの里 2日間 （英語ガイド、1日目のみ） 

      大阪から日本三景の一つ「天橋立」を楽しみ、美山町を訪問し宿泊する一泊 2 

     日のツアー商品。より深く雪に触れながら様々な体験を楽しむとともに、美山町 

     の住民とのふれあい・交流プログラムも用意。東南アジア及び欧米の旅行者をタ 

     ーゲットとして、英語ガイドが同行。 

    （実施時期）平成 28年 2 月 9日（火）～2月 10 日（水）に 1回催行 

    （ツアー参加者合計）2人 
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 【ツアー詳細レポート】 

    ◆冬季限定 京都・天橋立と美山かやぶきの里バスツアー （英語ガイド） 

      ※1 泊 2 日の「2 日間コース」のお客さんも同乗。 

   １）ツアーの概要 

     取材日：平成 28 年 2月 9日～10日 

  参加者：27 名（日帰りツアー25 名、宿泊ツアー2 名） 

   ※参加者国籍（香港、台湾、タイ、カナダ、シンガポール） 

  ２）ツアースケジュール 

8:00 大阪出発  バス 

10:30 天橋立・笠松公園 入場 
 

11:30 天橋立 散策 ケーブルカー 

12:00 昼食  

13:30 天橋立 出発 バス 

15:00 美山かやぶきの里 散策 
 

16:00 
日帰り：道の駅 ショッピング 

美山宿泊：河鹿荘（宿泊場所） 
ホテル送迎車 

18:00 
日帰り：ホテルグランビア大阪 到着 

美山宿泊：美山かやぶきの里 ライトアップ見学 
 

18:30 美山宿泊：河鹿荘 宿泊  

2 日目 
  

9:00 河鹿荘周辺 散策  

10:00 美山 出発 ホテル送迎車 

11:30 園部駅 到着 JR 電車 

12:30 京都駅 到着 解散  

 

    ３）参加者の状況  

・美山町宿泊者は 2名のみで、ほとんど（25 名）が日帰り客であった。 

・ファミリーで参加していた参加者からは「子どもと雪遊び」を楽しみにしていたと話 

 していた。 

・悪天候だったため、天橋立の景観は十分には楽しめなかった様子だった。 

・美山町の積雪が少なかったため、雪遊びのプログラムが実施できなかったものの、か 

 やぶきの里の町並みに感動していた。（積雪量が少しあったため、路上の雪等を投げて

遊 

 んでいた人もいた）。 
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・宿泊者は郷土料理である「牡丹鍋」（夕食）に感動していた。翌朝、雪が降る中、雪で 

 遊んでいた。 

・宿泊者は、友人、知人から美山町を奨められたのでツアーに参加したと話していた。 

・英語催行のツアーであったが、英語を理解できる参加者は少なかった。 

        

美山かやぶきの里 散策の様子 
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   ②美山町を訪問した外国人旅行者へのアンケート調査の実施 

    美山町のバスツアー（日帰りツアー2種）及び宿泊ツアーに参加した外国人旅行者を対 

   象に、ツアーに対する感想等を聞くアンケート調査を実施した。 

    （調査結果は次ページ以降を参照） 

   ③海外旅行博におけるプロモーション活動の実施 

     アジア太平洋地域最大規模の旅行博である「2015 台北国際旅行博」において販売プロモ 

    ーションを実施した。  

      【「2015 台北國際旅展」概要】 

（開催日）2015 年 11 月 6 日～11 月 9日 

（開催場所）台北世界貿易センター 

（出展者）60 ヵ国・地域、950 組の観光団体、1,450 個のブースが出展 

（入場者数） 4 日間の合計来場者数は 34.8 万人 
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  ◆美山町の成果・課題と今後の取組について 

    （成果） 

 ・春節時期の中華圏の外国人旅行者を誘客する日帰りツアーは 350人近くの販売を達成し、 

 「雪資源」+「春節」による商品化という当初の想定は有効だったことが実証された。 

 ・ツアー参加者へのアンケート調査の結果でも、「雪体験をしたかった」が参加理由のトッ 

  プに挙げられており、資源としての可能性は高い。また「かやぶきの里」のまちなみや 

  古民家、ライトアップへの関心や満足度も高く、資源としての可能性の確認ができた。 

 ・ツアー参加者が美山町から、雪や建物などの風景を SNS 等で発信しており、美山町の知 

  名度は上昇していると思われる。 

（課題） 

・中華圏向けの商品販売が好調だった反面、東南アジアや欧米の旅行者を狙った「英語ガ 

  イド」によるツアーは今一つ販売数が伸びなかった。所要時間が長くなり価格も上昇す 

  る要因となった「天橋立」との組み合わせ、東南アジアでの情報発信やプロモーション 

  活動の不足などの要因が考えられるが、精緻な検討が必要だと考えられる。 

・雪体験を付加価値として企画した宿泊プランも、人気は今一つだった。アンケートでは有 

 料体験だった「雪灯篭づくり体験」「雪かき体験」の評価はやや低い。宿泊を促すための 

 プログラムの検討が必要である、 

・バスツアーの「屋台での夕食」や「道の駅での買い物」についても、評価がやや低くなっ 

 ている。こうした点も今後改善していくべき点だといえる。 

（今後の取組について） 

・美山町にとって「雪」が中華圏の旅行者を誘客する資源となることが確認できたが、美山 

 町での滞在をより満足度の高いものにする取り組みをさらに検討する。例えば雪体験プロ 

 グラムの見直しや食体験の充実化などが考えられる。 

・茅葺きの町なみはライトアップも含めて好評だったが、冬期以外の時期における可能性に 

 ついては未知数である。冬期以外のグリーン・ツーリズムの商品作りにも取り組む。 

    ・バスツアーのような団体以外の個人旅行者（FIT）や東南アジア、欧米への情報発信やプ 

    ローモーションも検討を始める必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



70 

 

【ツアー参加者へのアンケート調査結果】 

 

  ①日帰りバスツアー「雪体験コース」参加者へのアンケート調査 

 

〈調査概要〉 

• 調査対象 美山町への日帰りバスツアー「雪体験コース」に参加した外国人旅行者 

• 調査手法 調査票を使用しての自記入式調査法 

• 調査日及びサンプル数 

 

 

〈回答者のプロフィール〉 

 国籍及び性別 

 台湾からの旅行者が 77％を占めた。女性の比率が 64％と高い。 

 
（その他：アメリカ１人、オーストラリア２人） 

 年代別 

 年代別では 10 代から 40 代までが多く、比較的若い世代が訪れている。 

 
 

 同伴者 

 家族連れでの参加が 6割を占めた。一人での参加は少ない。 

 

調査日 1月30日（土） 1月31日（日） 2月2日（火） 2月4日（木） 2月6日（土） 合計

サンプル数 60人 73人 71人 37人 73人 314人

台湾 中国 香港 その他 無回答

男性 74人 12人 7人 1人 2人 96人 （30.6％）

女性 153人 17人 20人 2人 9人 201人 （64.0％）

無回答 14人 - 2人 - 1人 17人 （ 5.4％）

241人 29人 29人 3人 12人 314人

（76.8％） （ 9.2％） （ 9.2％） （ 1.0％） （ 3.8％）

合計

合計
（100.0％）

～19才 20代 30代 40代 50代 60代 70代～ 不明 合計

N 35人 64人 94人 77人 25人 10人 6人 3人 314人

％ 11.1 20.4 29.9 24.5 8.0 3.2 1.9 1.0 100.0

一人 家族 友人 無回答

台湾 18人 152人 58人 13人

中国 1人 25人 3人 -

香港 5人 9人 11人 4人

その他 - 8人 4人 3人

24人 194人 76人 20人

（ 7.6％） （61.8％） （24.2％） （ 6.4％）
合計
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 訪日回数 

回答者の訪日回数では「初めて」は 18％で、訪日旅行のリピーターの参加が多かった。 

訪日の平均回数は 4.51 回と、日本に何度も来ている旅行者の参加が多い。 

 

 

 

 

 

Q１．美山町の資源・体験への評価 

 今回のバスツアーのプログラム等の評価では「かやぶきの里（まちなみ）」と「建物のライ 

トアップ」の評価が高い。中では「雪灯篭づくり体験（有料プログラム）」と「屋台での夕食」 

の評価がやや低いが、「とても良かった」と「良かった」を合わせると、どちらも 6割前後に 

達しており評価は良好である。 

 ※平均評価点は「とても良かった」5点、「良かった」4点といった具合に点数を与えて、回答の 

  平均点を計算したもの。5点に近いほど評価が高いことを表わす。 

 

 

 

初めて ２回め ３～５回 ６～９回 10回以上 平均訪日回数

台湾 35人 49人 85人 41人 9人 4.13回

中国 6人 8人 8人 4人 3人 3.93回

香港 8人 - 13人 1人 6人 5.03回

その他 3人 2人 6人 2人 1人 4.40回

52人 59人 112人 48人 19人

（17.9％） （20.3％） （38.6％） （16.6％） （ 6.6％）
合計 4.51回

平均評価点

①
4.39

② 4.11

③ 4.07

④ 4.38

⑤ 3.67

⑥ 3.68

かやぶきの里（町な
み）

民俗資料館

雪灯篭づくり体験

屋台での食事

雪夜景

建物のライトアップ

とても

良かった

48.4

36.0

44.6

51.9

33.4

26.8

良かった

42.4

45.2

30.6

35.7

30.9

30.6

普通

8.6

15.3

16.2

10.8

23.6

34.4

あまり

良くなかった

0.3

1.3

4.8

1.6

1.6

3.5

まったく

良くなかった

0.0

0.0

2.5

0.0

1.0

1.0

無回答

0.3

2.2

1.3

0.0

9.6

3.8

（％）
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〈個別評価点〉 

 

 

Q２．美山町でのツアーで印象に残ったこと、良かったこと。 

印象の残ったこと、良かったことでは以下のような回答が多かった。 

  ・雪景色や雪灯篭 

  ・茅葺きの里の町なみ、伝統的な建物 

  ・建物のライトアップと花火 

  ・雪合戦や雪遊びができたこと 

  ・ガイドさんがとても良かった 

    ※雪が少なくて残念だった 

 

Q３．バスツアーに参加した理由 

 今回のバスツアーに参加した理由で最も多かったのは「雪景色や雪灯篭を見てみたかった」

で 8割近くに達した。次いで「日本の伝統的な建物に関心がある」（62％）、「都市部とは違

う農村（田舎）を見たかった」（61％）と続く。 

 

 

全体 台湾 中国 香港 その他
①かやぶきの里（町なみ） 4.39 4.43 4.21 4.31 4.40
②民俗資料館 4.11 4.23 4.07 4.03 4.07
③雪夜景 4.07 4.18 4.18 3.50 4.20
④建物のライトアップ 4.38 4.45 4.10 4.10 4.27
⑤雪灯篭づくり体験 3.67 4.05 4.04 3.96 4.08
⑥屋台での食事 3.68 3.82 3.79 3.72 4.07

雪景色や雪灯篭を見てみたかっ
た

日本の伝統的な建物に興味・関
心があった

日本の都市部とは違う農村（田
舎）を見てみたかった

雪に触れたり、雪の中を歩いてみ
たかった

日本の伝統的な文化や生活に関
心があった

農村の普段の食事を体験してみ
たかった

関心はないが友人や家族に誘わ
れたから

その他

76.4％

61.5％

60.8％

40.8％

40.4％

12.1％

7.6％

1.3％

0 20 40 60 80 100
（％）
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Q４．バスツアーに関して情報収集を行ったサイト 

 今回のバスツアーに関する情報を入手したサイトでは、「日本の旅行に関する案内や予約

情報サイト」が 52％と半数を超えている。 

 具体的なサイト名で多かったのは「Japancan」「小気少年（ブログ）」など。また友人や家

族の紹介（口コミ）も大きな情報源となっている。 

 

 

 

 

Q５．SNS 等によるツアーの発信 

 ツアー中や日本滞在中に、美山町での体験のことを SNS 等で発信した回答者は 45％に達

している。発信した内容で多かったのは、「雪灯篭」「夜景」「一面の雪」「茅葺きの家」など

で、写真とともに発信するケースが多かったようである。 

 

 

 

  

日本の旅行に関する案内や予約
情報サイト

日本の旅行に詳しい専門家など
のブログやSNS

京都や美山町の旅行や観光案内
サイト

その他

51.9％

23.6％

19.7％

18.5％

0 10 20 30 40 50 60 （％）

発信した

（発信した

い）

45.2％
発信してい

ない（発信

する予定は

ない）

31.5％

無回答

23.2％



74 

 

 

  ②日帰りバスツアー「天橋立コース」参加者へのアンケート調査 

 

〈調査概要〉 

・調査対象 美山町への日帰りバスツアー「天橋立コース」に参加した外国人旅行者 

・調査日時 平成 28 年 2月 9 日（日）、2月 12 日（金）、2月 15日（月） 

・調査手法 調査票を使用しての自記入式調査法 

・サンプル数 30 通（2/9：25 通、2/12：3通、2/15：2 通） 

 

〈回答者のプロフィール〉 

 国・性別 

 

 

 年代別 

 
 

 同伴者  

           

 

 

◆訪日回数 
 

 

  

（人）

香港 中国
シンガ
ポール

カナダ 台湾 タイ 無回答

男性 3 4 4 2 2 1 - 16 （ 53.3％）

女性 6 2 1 1 - 1 1 12 （ 40.0％）

不明 - - - - - - 2 2 （ 6.7％）

合計 9 6 5 3 2 2 3 30 （100.0％）

合計

～20代 30代 40代 50代 60代 70代～ 不明 合計

N 5 4 5 10 2 2 2 30

％ 16.7 13.3 16.7 33.3 6.7 6.7 6.7 100.0

家族と一緒 30人

初めて ２回め ３回め ４回め
５～９

回
10回
以上

不明 合計

N 8 2 5 1 5 8 1 30

％ 26.7 6.7 16.7 3.3 16.7 26.7 3.3 100.0
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Q１．美山町の資源・体験への評価 

 美山町の資源や体験等に対する評価では、主要な 4つの項目ともに「良かった」とする人

が 9割を超えている。（「とても良かった」+「良かった」の合計） 

 

〈コメント〉 
‧ 「かやぶきの里でもっと時間を過ごしたかった。ランチなど」 

‧ 「今回は雪を見られなかった」 

 

Q２．美山町でのツアーで印象に残ったこと、良かったこと。 

・何より雪！ 

・（雨で悪天候だったが）天橋立の景色 

・日本についてガイドから丁寧な説明があった。 

・寒さとキレイさ 

・ガイドが良かった 

・美しい景色とプロフェッショナルなガイド 

・古民家での暮らしぶり（伝統館） 

・昔からある民家 

・古民家での暮らしぶり（伝統館） 

・自然 

・ツアーガイドのアミーさんが良かった。彼女の英語は素晴らしい。色々な情報を教えてくれた。 

・雪景色 

・ツアーガイドがとても素晴らしかった。バスの運転も上手だった。 

・食事、サービス共に良し 

 

  

かやぶきの里

民俗資料館

雪景色

道の駅での買い物

とても

良かった

43.3

43.3

33.3

20.0

良かった

53.3

50.0

60.0

70.0

普通

3.3

6.7

3.3

6.7

無回答

3.3

3.3

（％）
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Q３．バスツアーに参加した理由 

 今回のバスツアーに参加した理由では、「日本の伝統的な文化や生活に関心があった」が

トップで、次いで「都市部とは違う農村（田舎）を見てみたい」（70％）「雪景色や雪灯篭を

見てみたい」（67％）と続いている。「雪体験コース」に比べて、雪体験への関心はやや低い。 

 

 
 

Q４．バスツアーに関して情報収集を行ったサイト 

 バスツアーに関する情報収集を行ったサイトでは、「日本の旅行案内や予約情報サイト」

がトップで 9割以上を占めた。情報を入手してその場で予約に移れるという「ワンストップ」

型のサイトが利用されている。 

 

 

Q５．SNS 等によるツアーの発信 

SNS 等で美山町を発信したのは回答者の 33％にとどまった。 

 

日本の伝統的な文化や生活に関
心があった

日本の都市部とは違う農村（田
舎）を見てみたかった

雪景色や雪灯篭を見てみたかっ
た

日本の伝統的な建物に興味・関
心があった

雪に触れたり、雪の中を歩いてみ
たかった

農村の普段の食事を体験してみ
たかった

（93.3％）

（70.0％）

（66.7％）

（63.3％）

（40.0％）

（23.3％）

0 20 40 60 80 100 （％）

28人

21人

20人

19人

12人

7人

日本の旅行に関する案内や予約情報サイト　（JAPANCAN　等） 28人 （93.3％）

日本の旅行に詳しい専門家などのブログやSNS 1人 （ 3.3％）

無回答 1人 （ 3.3％）

発信した

33.3％

（10人）

発信

していない

53.3％

（16人）

無回答

13.3％

（4人）
〈発信した内容〉 

‧ 色々と見たものすべて 

‧ 民家 

‧ きれいな景色の写真 

‧ 日本人と交流するなら田舎がよい 
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  ③宿泊ツアー参加者へのアンケート調査 

 

〈回答者（２人）のプロフィール〉 

Ａ）香港からの家族連れ（回答者は 20代の女性）、訪日は４回め 

Ｂ）香港からの家族連れ（回答者は 40代の女性）、訪日は４回め 

 

Q１．美山町の資源・体験への評価 （ ）内は評価ポイント 

資源・体験 Ａさん（20 代） Ｂさん（40 代） 

かやぶきの里と雪景色 良かった（２） 良かった（２） 

民俗資料館 普通（３） 良かった（２） 

雪灯篭づくり体験 普通（３） 良かった（２） 

河鹿荘での夕食 良かった（２） 良かった（２） 

露天風呂 とても良かった（１） 良かった（２） 

河鹿荘のもてなしや宿泊 とても良かった（１） 良かった（２） 

雪かき体験 とても良かった（１） 良かった（２） 

 

Q２．今回のツアーで良かったこと、印象に残っていること（コメント） 

Ａさん 

（20 代） 
良かった 

B さん 

（40 代） 
良かった 

 

Q３．今回のツアーの認知経路 

Ａさん、B さん 日本に来る前に友人や知人から話を聞き、インターネットなどで確認して予約した。 

 

Q４．今回のツアーに関して情報収集したサイト 

Ａさん、B さん 日本の旅行に関する案内や予約情報サイト 

 

Q５．今回のツアーに関する検索ワード 

Ａさん、B さん 大阪、自由行 
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Q６．美山町へのツアーに参加した理由 

Ａさん（20 代） Ｂさん（40 代） 

‧ 日本の伝統的な文化や生活に関心があった 

‧ 雪景色や雪灯篭を見てみたかった 

‧ 雪に触れたり、雪の中を歩いてみたかった 

‧ 日本の都市部とは違う農村（田舎）を見てみたかった 

‧ 日本の伝統的な文化や生活に関心があった 

‧ 雪景色や雪灯篭を見てみたかった 

‧ 雪に触れたり、雪の中を歩いてみたかった 

 

Q７．SNS による美山町の発信について 

（１）発信の有無 

Ａさん（20 代） Ｂさん（40 代） 

‧ 友人などにメールで発信した ‧ 滞在中に SNSで発信した 

 

（２）発信した写真や情報 

Ａさん（20 代） Ｂさん（40 代） 

‧ 雪景色（美山町の風景） 

‧ 雪の中のイルミネーション 

‧ 美山町での食事や菓子 

‧ 日本の暮らしの風景 

‧ 自分や同行した家族、友人 

‧ 雪景色（美山町の風景） 

‧ 雪の中のイルミネーション 

‧ 雪灯篭 

‧ 伝統的な建物の外観 

‧ 伝統的な建物の部屋や内装 

‧ 博物館の展示物や美術品 

‧ 美山町での食事や菓子 

‧ 美山町の人たち 

‧ 日本の暮らしの風景 

‧ 雪かき体験（アクティビティ） 

‧ 自分や同行した家族、友人 

 

Q８．滞在中に不満や不便に感じたこと 

Ａさん、B さん 何も不満や不便に感じたことはない。 
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（４）遠野市 

◆訪日外国人旅行者の誘客に向けての遠野市の動向  

   ・遠野市は早くからグリーン・ツーリズムに取組み、地域内での受入環境が整っている地 

    域である。また「民話の里」として国際的な知名度も持っており、訪日外国人旅行者を 

    誘客するための条件は比較的整っている。 

   ・海外向けの情報発信やプロモーション活動にも積極的であり、各種ツールの整備も進ん 

    でいるが、これまでの外国人旅行者は教育旅行や企業研修といった団体客が多く、個人 

    が住民と個人的な交流をするといった点が不足している。 

    ・これまでの取り組みを基盤としつつ、より多くの海外旅行者や関係者とのネットワークを 

     形成し、FIT（個人旅行者）への拡大を目指している。 

◆遠野市の取組テーマと方向性 

 （取組テーマ）「ファムトリップ」の実施による海外の旅行関係者ネットワークの形成 

 【取組の具体的方向性】 

  1）「トラベルマート 2015」におけるファムトリップの誘致と実施 

  2）ファムトリップ参加者との意見交換による課題・改善点の確認 

  3）ファムトリップの受入を通じての地域関係者のスキルの向上 

  

 ◆今年度の活動 

    ①ファムトリップの誘致と実施 

      ※詳細は第 1章 3「.外国人バイヤー等を対象とする遠野へのファムトリップの実施」を 

        参照 

 

 

  ◆今年度の成果と課題 

    ＮＰＯ遠野山・里・暮らしネットワークと自治体の連携がより一層強まった。 

     インバウンドの取組の必要性から地域として「遠野民泊協会」員向けおもてなし(指さし) 

英語講座の開催、更に、市内観光者を対象とした英会話教室は、来年度から最長 5年継続で 

市が主催のもと実施が決定。「市内観光関係者インバウンド体制情報共有」の会議の開催。 

県による台湾招致活動や観光施設による台湾とタイへの商談会参加。 

 

 

  ◆今後の取組 

インバウンド向けプログラムメニューの作成 

地域内農家民宿の登録（簡易宿所許可）の必要性 

ターゲットに応じての販売プロモーションの必要性。旅行会社に向けたグループ向けプログラ 

   ム販売、個人旅行者向けの着地型商品の開発が必要である。 

 



80 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 

ウェブサイトを活用した情報発信 
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 １．業務内容及び業務実施の考え方 

 農林水産省が所有するウェブサイト「ふるさとふれあいプロジェクト」を活用し、サイ

ト内のコンテンツ、構成を大幅に見直した。外国人旅行者向けに、日本のグリーン・ツー

リズムに関する情報を充実させ、当該ウェブサイトの認知度の向上及びアクセス数の向上

に向けた改善（リニューアル）を行った。 

 新しいサイト名は「Authentic Visit Japan」とした。サイトの管理・運営は引き続き、 

ふるさとふれあいプロジェクトの日本語サイトとして、農山漁村活性化のための交流事業

推進に向け、その管理、運営、普及を行った。 

 

 

  ２.リニューアルの方針と実施概要 

    リニューアルにあたっては、以下の方針を設定して実施した。 

   １）できるだけ更新性を高めてアクセスする度に発見があるサイトとする。 

   ２）ＳＥＯ対応をしアクセス数を増やす。 

   ３）文字より写真で見せる情報設計を行う。 

   ４）訪日外国人が自国にいる時にメディアとして触れるだけでなく、スマートフォンでの見易さ

も考慮し、実際に日本に来た時にも見ながら巡れるような作りにする。 

  【リニューアル後の主要コンテンツ】 

      （１）Topics 

           体験アクティビティやツアー、農家民宿に係る情報を提供した。 

           日帰り、宿泊ツアーの情報など、常に新しい情報を提供した。 

      （２）Location 

           農家民泊や体験アクティビティができる地域のロケーションを日本地図内に落とし込 

           み、主要都市（東京、大阪、京都、福岡、札幌など）との位置関係をビジュアルで示 

           した。 

           地図上の都市名をクリックするとその地域に関連した Topics 等のレポートにアクセスが 

           できるようにリンクさせ、地理関係で分かりやすい表示とした。 

      （３）Food＆Drink  activity 

           農山漁村地域で体験ができる蕎麦打ちや、日本食である茶わん蒸し、寿司の作り方 

           などを紹介した。2016年度は、外国人の興味・関心が高い日本食（郷土食など）も紹 

           介し、関連する地域の情報についても提供した。 

       （４）Farm Stay  

          Japan Farm Stay に登録された民宿等の情報（施設名、住所、連絡先）を一覧で提供した。 
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【制作したコンテンツ】 

 

 

 

【TOP】 
 

①メインビジュアル 

AVJ サイトに入ってまず最初に

目にするところになるため、常

に更新されているように制作し

た。サイト内に定期的にアップ

されるレポート記事やトピック

スのメイン写真を表示し、ここ

をクリックすることですぐ最新

の情報を閲覧できるようになっ

ている。 

 

②地図 

今回、重点的に取り上げたエリ

アが、主要都市とどのような位

置関係にあるかを示した地図を

設置している。 

 

③Latest news 

メインエリアで取り上げたもの

以外の最新のレポート記事や、

トピックス、投稿写真などを取

り上げている。 

更新性の高いサイトかつ、写真

で魅せるサイトのため、できる

だけ写真を多用する。 

 

④SNS シェアボタン 

各ページに SNS ボタンを設置し

ている。AVJ サイトや記事、写

真などをシェアしてもらい易く

している。 
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【TOPICS 一覧】 
 

⑤TOPICS 一覧 

レポートとは別レイアウトで展

開する記事ページ。ファームス

テイ先の紹介など、今回のレポ

ートの体裁にはまらないものや、

特別トピックスとして取り上げ

たいものを掲載するため、リリ

ース後に作られた機能。 

 

3 月 15 日現在で、6 本のトピッ

クス記事が掲載されている。 

 

 

⑥記事タグ 

「bamboo」「snow」などのキーワ

ードでエリアをまとめる、レポ

ートとは違う切り口の記事を閲

覧できる。全ページのフッター

に位置し、どこからでも閲覧で

きる。 
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【TOPICS 記事】 
 

TOPICS 一覧で選択した際に表

示される各記事のページ。 

 

テキストのレイアウトも、写真

の枚数も配置も自由。管理画面

からブログのように作成できる

ページ。 

 

記事を登録すると TOPICS 一覧

にサムネイルが表示されると同

時に、TOP ページのメインビジ

ュアルにも表示させることがで

きる。更新されてしばらくは

TOP ページに掲載し、TOP から直

接この記事ページへ誘導してい

る。 
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【REPORT LOCATION】 

 

このページはレポート記事を

「LOCATION」単位で一覧化する

INDEX ページ。注力地域として

設定した 8 エリアに分類して、

レポート記事を一覧化している。 

 

3 月 15 日現在で、67本のレポー

ト記事が掲載されている。 

 

 

⑦地図 

TOP ページの地図と同じものを

配置している。8 エリアと主要

都市の位置関係を掴んだ上で、

レポートを見てもらうためのも

の。 

 

 

⑧REPORT サムネイル 

OTOFUKE、TONO、MIYAMA などの

エリアで記事を分けて紹介して

いる。クリックするとレポート

記事のページへ移れる。 

 

当初の 4 エリアから、途中で 8

エリアに拡大されている。その

ため、途中追加されたエリアは

若干、数が少ない。 
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【REPORT FOOD & DRINK】 

 

このページはレポート記事を

「FOOD ＆ DRINK」というテーマ

で括って一覧化した。エリアと

は関係なく、食に関係するレポ

ート記事はここにまとめられて

いる。 

 

LOCATION、FOOD＆DRINK の他に

もうひとつ、ACTIVITIES の一覧

もある。この 3 つのカテゴリは

上部メニューに展開されている。 

 

管理画面でレポート記事を設定

する際に、LOCATION で 8エリア

のどこかを設定し、食に関係の

あるレポートであれば「FOOD＆

DRINK」を、体験のあるレポート

であれば「ACTIVITIES」を設定

している。 

複数選択できるようにしている

ので、3 つのどのカテゴリにも

記事への入口であるサムネイル

が表示されるレポートもある。 

 

 

＊ACTIVITIES は FOOD&DRINK と

その設定が違うだけで表示の仕

様は同じなので、本資料での説

明は割愛する。 
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【REPORT 記事】 

 

エリアの魅力を写真と位置情報

で紹介するページ。スマホでの

アクセスも考慮した縦スクロー

ルで見易い設計となっている。 

写真単位で個別のページにもな

っているため、各写真をクリッ

クすると写真を拡大し、さらに

詳細情報を見れるような仕組み

となっている。（本資料 10p の

Photos を参照） 

 

 

⑨写真＋記事 

タイトル＋概要＋タグ＋写真で

構成された情報。写真メインで

見せるものだが、中にはテキス

トが長いものもあり、一定上の

長さのものは省略表示となり、

詳細の写真ページで閲覧できる。 

尚、写真毎に設定されたタグが、

⑥で説明したタグ記事で抽出さ

れるキーとなっている。 

 

⑩Google Map 

スクロールに合わせて写真に設

定された位置情報を読み込んで

地図が切り替わる仕組みとなっ

ている。写真の撮影された位置

をピン立てして表示していく。 

現地でスマホで写真を見ながら

回れるような設計としている。 
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【FARMSTAY】 
 

ファームステイ先を一覧で紹介

するページ。施設名と紹介写真

とテキスト、設備などの情報で

構成されている。対象施設のサ

イトがある場合はそのページヘ

のリンクも設置している。 

 

⑪施設情報 

写真がある施設をメインで表示

するため上部に配置し、写真が

ないところは下部に配置されて

いる。 

管理画面で設定することで、自

由に新規追加や施設情報の変更

などができるようになっている。 
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【Intro Videos】 

 

各エリアの動画を一覧で掲載し

ている。 

レポート記事やトピックス記事

は、写真だけでなく動画も掲載

できるようになっており、ここ

に掲載した動画は記事ページで

も閲覧できるようになっている。 

 

3 月 15 日現在で、合計 15 本の

動画が掲載されている。 

 

 

⑫Videos 

 

写真では伝わりにくい光と影が

織りなす風景や風の音などの自

然から、地域の人のインタビュ

ーなどまで、様々な動画を収録

している。 

 

各サムネイルをクリックすると

動画とその説明が書かれた記事

へ移り、動画を再生できる。 

 

＊動画再生ページは割愛する。 
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【Photos 一覧】 

 

AVJ に掲載されている写真の一

覧。レポートに使われる各写真

だけでなく、専用応募フォーム

を作って投稿を受け付けている。

16 の地域の組合などからの投

稿写真も掲載されている。 

 

3月 15日時点での写真の収録枚

数は 486 枚となっている。 

 

 

⑬Photos 

サムネイルをクリックすると大

きいサイズの写真と、その写真

の説明が書かれた記事ページへ

移る。写真には位置情報も登録

されており、その写真の場所を

地図と一緒に閲覧できる。（詳細

は次ページ） 
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【Photos 記事】 

 

写真とその説明、位置情報でピ

ンを立てた地図を一緒に見られ

るページ。 

 

 

⑭Photos 

AVJ の最大の魅力のひとつであ

る写真を最大サイズで閲覧する

ことができる。 

 

写真には、タイトルと説明もセ

ットで記載されている。 

 

 

⑮Google Maps 

写真毎に登録された位置情報で

ピンを立てた地図が表示される。

拡大すると詳細エリアを表示で

きる。レポートページと同様、

スマホで閲覧すると、地図を見

ながら写真の場所を探すことが

できるような設計とした。 

 

⑯Other Photos 

関連写真が掲載されている。エ

リアやタグ情報などで類似して

いる写真が表示される。 

1 本の記事毎に写真を見るので

はなく、美しい写真から写真へ

とどんどん閲覧して回遊できる

ように設計した。 
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３．WEB サイトの閲覧状況 （今年度成果の分析） 

 

（１）閲覧数の推移 

  201５年 8月にこれまでの「ふるさとふれあいプロジェクトＷＥＢ」をリニューアルし、 現在の 

 「Authentic Visit japan」を立ち上げた。デザイン・機能性を改革させたことなどにより、 現状 

 では閲覧数がコンスタントに月間 3000 以上で推移している。 

   

 （２）SNS（ツイッター、フェイスブック）による情報発信 

     SNS を利用して、Authentic Visit Japan のサイト紹介を行ったこともあって、SNS の発信内 

    容を見て、本サイトにリンクして閲覧される数が増加している。 

 ・ツイッターのフォロワー数 7８５人 （2016 年３月３１日時点） 

 ・フェイスブックのフォロワー数 280 人（2016 年２月末日時点） 

 ・2 月末までの投稿数；ツイッター６８１件、フェイスブック５０１投稿（7月～３月） 

  

  （３）閲覧者の状況（プロフィール等） 

     サイトの閲覧者については、アメリカ合衆国を中心にヨーロッパ・アジアが増えてきているが日本 

    国内からのアクセスも多かった。これは以下のような理由によるものと考えられる。 

①訪日旅行者が日本に来てからアクセスした。 

      ②在日本の外国人を対象とするサイトのプロモーションを行った。 

      ③インバウンドの誘致に関心のある国内の地方自治体、観光協会関係者が閲覧した。 

     

   （４）サイトの滞在時間 

    サイトの閲覧を始めてからの平均滞在時間は、150 秒（2 分 30 秒）であった。他のサイト 

    に比べても比較的長い時間滞在する閲覧者が多く、読まれる記事が豊富なサイトといえる。 

 

   （５）アクセスキーワード（ＳＥＯ対策） 

    本サイトの制作（リニューアル）にあたっては、閲覧数を高めるために、訪日外国人旅行 

   者が検索エンジンでよく検索するキーワードを考慮してコンテンツを制作した。訪日外国人 

   旅行者が良く使用する検索ワードとして、以下のようなキーワードを設定した。 

   ＜使用キーワードについて＞ 

   ・コンスタントに使用して来た keyword 

     Cultural difference、Japanese food、Natural、Farm stay、Mountain vegetables、 

     Hike,  Back to nature、Sustainable、Kominka guest house、Countryside 

 

      ・記事に合わせて、使用したキーワード 

         Organic、Samurai、Sustainable、Vegetable、Plain lifestyle、Grandma、Nabemono 

         Yuzu、Kitchen 
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    今年度のサイトへのアクセス・キーワードは以下のようになった。アクセスを大量に稼げ 

   るキーワードを発見できてはいないが、今後の分析と確認を行い、記事の中に、訪日予定 

      外国人に検索される可能性の高いキーワードを入れ込むことが有効だと考える。 

    【今年度のアクセスキーワードの状況】 

種別 キーワード Google 検索順位 

サイト タイトル authentic visit japan 2 位 

サイト サブタイトル rural japan 7 位 

今回挙げた 10 キーワード cultural difference 100 位以下 

  japanese food 100 位以下 

  natural 100 位以下 

  farm stay 100 位以下 

  mountain vegetables 100 位以下 

  hike 100 位以下 

  back to nature 100 位以下 

  sustainable 100 位以下 

  kominka guest house 100 位以下 

  countryside 100 位以下  

当初設定のキーワード rural tourism 16 位 

  agriculture 100 位以下 

  Japanese traditional 100 位以下 

  washoku 100 位以下 

  japanese village 100 位以下 

  farmstay 100 位以下 

  heritage 100 位以下 

  experience 100 位以下 

  green tourism 90 位 

  farm stay 100 位以下 

  culture 100 位以下 
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４．サイトのプロモーション 

 

   サイトの認知や注目度を高めるために、メディアや各種の PR活動（プロモーション） 

 を行い、メディアの露出なども実現した。 

  ①ＪＴＢニュースリリースの発信（7 月 31 日） 
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 （英語版-海外メディア向け） 
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 【ニュースリリースによる記事化の例】 

     

◆8 月 3日 日経ＭＪ新聞記事（添付） 
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 ②ＴＴＧ ＡＳＩＡ ＷＥＢ（アジア最大の旅行業界誌のＷＥＢ）での記事化（2016 年 1月 29 日発信） 

 

 



98 

 

③「ジャパン・トラベル」への広告出稿 

  大田原における農家民宿滞在レポートを広告記事化し発信した。取材内容は下記の通り。 

12 月 19 日（土） 

  予定 場所 内容 

0:12 やまびこ２０７号 東京駅発   

11:22 那須塩原駅待合せ 改札口  

ＯＨＴＡＷＡＲＡ ＴＯＵＲＩＳＭのステッカーを持ったスタッフ

対応  

大田原ファーストタクシーにて送迎 

12:00 昼食・打ち合わせ 大田原市内   

13:00 農家民宿チェックイン 
ＳＡＫＵＲＡ 民宿

（石井宅） 
  

  滞在   
目の前の畑で冬野菜の収穫と夕食作り体験、周辺散策、

お正月準備 

18：00 頃 夕食   農家民宿の方と一緒に夕食 

  就寝     

12 月 20 日（日） 

  予定 場所 内容 

午前 
  

路線バスにて大雄寺に向かい座禅体験 

昼 昼食 そば   

午後 農家民宿チェックイン 

ＯＨＴＡＷＡＲＡ 

TRADITIONAL Ｊ

ＡＰＡＮＥＳＥ ＳＴ

ＹＬＥ ＨＯＵＳＥ 

周辺散策（農山村を自転車で散策） 

夜 夕食   周囲の地元料理を提供する食堂、レストランにて食事 

  就寝     

12 月 21 日（月） 

予定 場所 内容 

朝 
  

朝食 

8:00 農家民宿 農家民宿 
カメラマン椎木さんは送迎タクシー又はバスにて那須塩原

駅 

午前   農家民宿 周辺散策（駄菓子屋、うどん屋、蔵・・・） 

昼 昼食     

午後     送迎タクシーにて那須塩原駅へ 

15:02 那須塩原発 
 

  

16:16 東京駅着     

ライター記者：メンデス・マルセラ ４０代（スペイン） 
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５．アクセスレポートの提出（サイトの管理） 

 ８月～２月までの期間、成果と課題を確認しながら次のアクションの検討を行う「アクセス

レポート」を毎月作成し提出した。 

  

◆AUTHENTIC-VISIT.JP マンスリー 運営 レポート（オープン（8 月 3 日）まで） 

平成 27 年 4 月から７月 （４月間） 

WEB 訪問者：オープン前 WEB 訪問数：オープン前 閲覧ページ：オープン前 

当期のアクティビティ 

8 月 3 日の authentic-visit.jp のサイトオープンに向けて、昨年度のサイト、f-ouen.jp の英語版として運営されていたサ

イトに下記のような、更新を行いました。 

また、地図を挿入するなど新規の項目を追加しました。 

１． サイトアドレスを、authentic-visit.jp に更新。 

・サブタイトル１  Guide to Rural Japan 

・サブタイトル２ Discover Japan’s Best Kept Secrets 

２． f-ouen.jp の English をクリックすると、authentic-visit.jp に自動移動に更新。 

３． f-ouen.jp の English のコンテンツは、全て継続する。 

４． 前記３に加え、4 地域（遠野、大田原、飯山、美山）とその他地域の新コンテンツを拡充する。 

５． Homepage のデザインを一新 

・上部にスライドショーで、更新記事を展開 

・日本地図で、各地域と都市との位置関係を把握できるように更新 

 （新幹線を利用したアクセスを案内するためにも、重要） 

・日本地図上の各地域を色分け（グレーベースのため、少し見にくい） 

・日本地図から、各地域の記事に移動できるように更新 

・グーグルマップで、世界地図から紹介地で見られるように設定 

・グーグルマップ内に、見ている記事の場所がピンされるように設定 

・TAG の項目 更新 

・地域ごとに記事を見られるよう更新 

・検索キーワードをＨＰ下方に設定 

・各キーワード検索で出て来た記事全てをサムネール的に見られるようにし、ＭＯＲＥをクリックして、各記事全体

に入るよう設定 

・読んでいる記事に関連する記事を表示するよう設定 

・読んでいる記事に関連する写真を表示するよう設定 

・最下段 copyright の記載を 2015 に更新 

・上部 TAG OTHERS をクリックすることにより下記の情報が見られるように新設 

 ・Intro Videos にサイト内のビデオをビジュアルリスト化 
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   ・PHOTO GALLERY サイト内の写真をビジュアルリスト化 

   ・Travel Links にて、リンク先を、エリアごとに見られるように整理 

   ・ABOUT US にて 

    ＜What is Authentic-visit.jp?＞の目的記載 

    ＜Who are we?＞の運営者の記載 

＜A word on green tourism in Japan＞グリーン・ツーリズムとの関係を記載 

６． スマートフォンでも見られるように、更新 

７． パンフレットとのコンテンツ共有 

８． サーバー契約の更新 

９． FACEBOOK アカウント開設 

１０．TWITTER アカウント開設 

１１．オープン プレスリリース制作 

１２．オープン プレスリリース配信先リスティング 

１３．シンボルマーク制作 

取材 

6 月 14 日から 17 日 大分県 安心院 宿泊 ２軒 風景、銭湯、滝、宇佐神宮など 

6 月 17 日から 18 日 鹿児島 出水 宿泊 1 軒 風景、武家屋敷、お茶農園、道の

駅など 

7 月 1 日から 3 日 長野県 飯山 宿泊 ２軒 風景、インバウンド（米国学生）道

の駅等 

7 月 14 日から 16 日 北海道 音更 宿泊 2 軒 景色、菜の花農家、お菓子工場、

道の駅等 

7 月 17 日 北海道 札幌 宝島社（旅行

会社） 

インタビュー 北海道インバウンド旅行の魅力 

７月 SNS 投稿数：Facebook:26, Twitter: 193 
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8 月 AUTHENTIC-VISIT.JP マンスリー 運営 レポート 

平成 27 年 8 月 3 日から 31 日 （29 日間） 

訪問者：1,179 訪問数：2,391 ページ：11,821 

当月のアクティビティ・8 月 3 日のオープンに向けて、問い合わせや取材等への準備 

・キーワードを Japan, Travel, Rural を想定して、記事を書く。 

・スタート基軸なので、アクセス状況等の詳細を把握する。 

取材 

8 月 24 日から 25 日 栃木県 大田原 宿泊 １軒 風景、農園、神社、道の駅など 

8 月 30 日から 9 月 1 日 京都府 美山 宿泊 1 軒（2

泊） 

風景、藁葺の里、民宿、道の駅

など 

国別 アクセス TOP5 

国名 ページ 件数 バイト  

United States 3,128 26,652 1.53 Gｂ  

不明 1,074 13,749 1.13 Gｂ  

不明 758 758 0  

Canada 231 3,653 347.59 Mｂ  

China 154 416 36.94 Mｂ  

キーワード TOP5        検索数   パーセント 

HTTP 13 19.1 %   

Japan 9 13.2 %   

Visit 7 10.2 %   

authentic 7 10.2 %   

//www.authenticvisit.jp/photo/detail/38 6 8.8 %   

外部ページからのリンク TOP3        URL       アクセス数        概略（推

測） 

HTTP://PRTIMES.JP/MAIN/HTML/RD/P/000000588.000005912.HTML 108 

プレスリリース

（ニュース会社） 

http://m.facebook.com 98 SNS 

http://www.travelvoice.jp/20150731-47916 50 プレスリリース

（ニュース会社） 

結論/対策 

残念ながら、アクセス数が、予想に反し、2000 未満。 FACEBOOK, twitter による告知、新記事の追加を行い、

アクセスＵＰをプロモートする。 

７月 SNS 投稿数：Facebook:26, Twitter: 193/ ８月 SNS 投稿数：Facebook:87, Twitter: 117 
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９月 AUTHENTIC-VISIT.JP マンスリー 運営 レポート 

平成 27 年 ９月１日から 3０日 （30 日間） 

訪問者：912 訪問数：1,569 ページ：9,252 

当月のアクティビティ SNS 投稿内容の拡充とキーワードとの整合性を合わる。 

・8 月 3 日のオープンから、落ち着いた状況。 サマーバケーションが終わったあたりから、年末や翌年の旅行計 

 画を始めると思われるので、日本の田舎には、東京や大阪などの大都市とは違う落ち着いた伝統的な日本が 

 見れ、農家や漁村に泊まる事ができることを告知する。 

・キーワードを Japan, Travel, Rural, culture difference, culture gap, experience を想定して、記事を書く。 

・取材 有隣庵 倉敷（岡山県）、宿泊 1 日。 車座、くらしき保存地区、神社 

国別 アクセス TOP5 

国名 ページ 件数 バイト  

Japan 2,665 31,403 3.38 Gｂ  

United States 2,588 19,852 3,128 Gｂ  

不明 1,381 1,381 0  

不明 603 7,200 932.56 Mｂ  

Canada 364 3,762 561.80 Mｂ  

European country eu  192 720 70.25 Mｂ  

キーワード TOP5        検索数   パーセント 

JAPAN 13 12.1%   

visit 7 6.5%   

rural 7 6.5%   

authentic 5 4.6 %   

tourism 3 2.8 %   

外部ページからのリンク TOP3        UR             アクセス数           概略

（推測） 

HTTP://M.FACEBOOK.COM(総計) 214 SNS 

http://en.japantravel.com/special/rural-japan 50 提携英語サイト 

https://iqoption.com/promo/simple-demo/ 39 不明 ロシア語サイト 

結論/対策 

8 月 SNS 投稿数：Facebook:87, Twitter: 117 / ９月 SNS 投稿数：Facebook:27, Twitter: 36  

・SNS からの WEB アクセス増加している。現状の AVJ(authentic-visit.jp)のユニークユーザー数は少ないが、コ

ンテンツの拡充と SNS からの誘導で、アクセスを増加することを目指す。 

 

http://m.facebook.com/
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１０月 AUTHENTIC-VISIT.JP マンスリー 運営 レポート 

平成 27 年 10 月１日から 31 日 （31 日間） 

訪問者：960 訪問数：2,334(2.43 訪問/訪問者) ページ：21,890(9.37 ページ/訪問者) 

当月のアクティビティ オリジナルの記事を書く（WIKIPEDIA や他のサイトからのコピー＆ペーストではなく） 

・サーチエンジン GOOGLE の方針変更、WEB に記載された記事や写真のオリジナルティ(author priority) を重

要視する。 

・キーワードを grand-ma, organic, fresh, Japan, lifestyle, Travel, Rural, を想定して、記事を書く。 

・国別では、米国が TOP で次の日本の倍の 10,000 を超えています。キーワードが効いてきているのと、SNS の

効果が出始めています。 

国別 アクセス TOP5 

国名 ページ 件数 バイト  

UNITED STATES 10,507 26,342 2.92 GＢ  

Japan 4,365 40,384 4.48 Gｂ  

不明 2,381 2,381 0  

China 1,132 1,139 26.42 Mｂ  

Russian Federation 957 1,196 56.32 M  

キーワード TOP5        検索数   パーセント 

JAPAN 13 12.1%   

visit 7 6.5%   

rural 7 6.5%   

authentic 5 4.6 %   

tourism 3 2.8 %   

外部ページからのリンク TOP3        URL     アクセス数           概略（推測） 

HTTP://M.FACEBOOK.COM(総計) 165 SNS 

http://en.japantravel.com/special/rural-japan 50 提携英語サイト 

http://www.mlit.go.jp/kankocho/en/ 14（6 位ですが、特徴的） 観光庁 英語サイト 

結論/対策 

９月 SNS 投稿数：Facebook:27, Twitter: 36 / 10 月 SNS 投稿数：Facebook:59, Twitter: 102 

・SNS からの WEB アクセス増加している。現状の AVJ(authentic-visit.jp)のユニークユーザー数は少ないが、コ

ンテンツの拡充と SNS からの誘導で、アクセスを増加することを目指す。 

 

 

 

 

http://m.facebook.com/
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１1 月 AUTHENTIC-VISIT.JP マンスリー 運営 レポート 

平成 27 年 11 月１日から 30 日 （30 日間） 

訪問者：2,805 訪問数：4,161(1.48 訪問/訪問者) ページ：29,978(7.2 ページ/訪問) 

当月のアクティビティ 3000 まで、もう少し！ オリジナルの記事を書く（WIKIPEDIA や他のサイトからのコピ

ー＆ペーストではなく） 

・サーチエンジン GOOGLE の方針変更、WEB に記載された記事や写真のオリジナルティ(author priority) を重

要視する。 

・キーワードを organic, fresh, Japan, lifestyle, Travel, Rural, culture difference, culture gap, experience を想定し

て、記事を書く。 

・キーワードが効いてきているのと、SNS の効果が出始めています。 

国別 アクセス TOP5 

国名 ページ 件数 バイト  

UNITED STATES 14,085 62,499 6.20 GＢ  

Japan 4,913 58,695 6.10 Gｂ  

不明 4,174 4,174 0  

不明 1,486 18,321 1.76 Gｂ  

Canada 628 11,297 949.71 Mｂ  

キーワード TOP5        検索数   パーセント 

JAPAN 96 21.5%   

rural 21 4.7 %   

Japanese 18 4%   

visit 14 3.1%   

authentic 13 2.9%   

外部ページからのリンク TOP3        UR          アクセス数           概略（推測） 

HTTP://M.FACEBOOK.COM(総計) 315 SNS 

http://www.maff.go.jp/e/japan_food/topics/150521.html 77 農水省 英語サイト 

http://en.japantravel.com/special/rural-japan 27 提携英語サイト 

結論/対策 

10 月 SNS 投稿数：Facebook:59, Twitter: 102  / 11 月 SNS 投稿数：Facebook:56, Twitter: 50 

・SNS からの WEB アクセス増加している。現状の AVJ(authentic-visit.jp)のユニークユーザー数が、3000 までも

う少しの段階まで来ている。引き続き、コンテンツの拡充と SNS からの誘導で、アクセスを増加させ 3000 ユニー

クユーザー/月を目指す。 

 

 

http://m.facebook.com/
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１２月 AUTHENTIC-VISIT.JP マンスリー 運営 レポート 

平成 27 年 1２月１日から 3１日 （3１日間） 

訪問者：3,406 訪問数：5,011 (1.47 訪問/訪問者) ページ：24,511(4.89 ページ/訪問) 

当月のアクティビティ 3000 達成！ 美山宿泊、日帰りツアーの販売開始サポート 

・美山宿泊、日帰りツアーの販売開始サポート TOPIC と記事を AVJ にアップする。・ユニークユーザー数 3000

を達成。 

このポリシーに則して、日本の田舎には、伝統的な日本ライフスタイルが今も息づき、農家や漁村に泊まる事が

できることを記事にする。 

・キーワードを Japan, lifestyle, Travel, Rural,を想定して、記事を書く。 

・国別では、米国からアクセスが TOP。キーワードが効いてきているのと、SNS の効果が出始めています。 

国別 アクセス TOP5 

国名 ページ 件数 バイト  

UNITED STATES 12,674 67,383 3.60 GＢ  

不明 2,842 2,842 ０  

Japan 2,623 45,913 4.69 Gｂ  

Canada 824 17,043 902.42 Mｂ  

不明 697 11,335 776.47 Mｂ  

キーワード TOP5        検索数   パーセント 

JAPAN 226 27.2%   

japani 24 2.8％   

six 22 2.6%   

com 18 2.1%   

xxx 14 1.6 % 1.6%   

外部ページからのリンク TOP3        URL      アクセス数           概略（推測） 

HTTP://M.FACEBOOK.COM(総計) 128 SNS 

http://tpc.googlesyndication.com/ 85 検索エンジン 

http://en.japantravel.com/special/rural-japan 43 提携英語サイト 

結論/対策 

11 月 SNS 投稿数：Facebook:50, Twitter: 56/ 12 月 SNS 投稿数：Facebook:47, Twitter: 48 

・SNS からの WEB アクセス増加している。現状の AVJ(authentic-visit.jp)のユニークユーザー数が、3000 を達成。

引き続き、コンテンツの拡充と SNS からの誘導で、アクセスを増加させ 4000 ユニークユーザー/月を目指す。 
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１月 AUTHENTIC-VISIT.JP マンスリー 運営 レポート 

平成 28 年 1 月１日から 3１日 （3１日間） 

訪問者：5,255 訪問数：7,443(1.41 訪問/訪問者)  ページ：39,320(5.28 ページ/訪問) 

当月のアクティビティ 5,000 を達成！ 大田原農泊開始のプロモート 

・大田原農泊パッケージ販売開始をサポート、TOPIC と記事を AVJ にアップする。・ユニークユーザー数 5000 を

超える。 

・キーワードを farm, family, Japan, lifestyle, Travel, Rural, Snow を想定して、記事を書く。 

・キーワードが効いてきているのと、SNS の効果が出始めています。 

・日経新聞の効果があり国内からのアクセスが多い 

国別 アクセス TOP5 

国名 ページ 件数 バイト  

UNITED STATES 13,529 103,257 6.22 GＢ  

Russian Federation 6,550 7,902 532.95 Mｂ  

不明 4,843 4,843 0  

Japan 3,216 61,339 5.72 Gｂ  

Canada 1,534

  

32,387 1.81 Gｂ  

キーワード TOP5        検索数   パーセント 

JAPAN 224 25.8%   

authentic 20 2.3%   

xxx 19 2.1%   

com 17 1.9%   

site 15 1.7%   

外部ページからのリンク TOP3        UR               アクセス数           概略

（推測） 

HTTP://M.FACEBOOK.COM(総計) 148 SNS 

http://tpc.googlesyndication.com/ 244 検索エンジン 

http://en.japantravel.com/special/rural-japan 138 提携英語サイト 

結論/対策 

12 月 SNS 投稿数：Facebook:47, Twitter:48  / 1 月 SNS 投稿数：Facebook:81, Twitter: 37 

・SNS からの WEB アクセス増加している。現状の AVJ(authentic-visit.jp)のユニークユーザー数が、5000 を達成。

引き続き、コンテンツの拡充と SNS からの誘導で、アクセスを安定＆増加 5000 ユニークユーザー/月のキープ

を目指す。 
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2 月 AUTHENTIC-VISIT.JP マンスリー 運営 レポート 

平成 28 年 2 月１日から 29 日 （29 日間） 

訪問者：4,072 訪問数：5,843 (1.43 訪問/訪問者) ページ：26,444(4.52 ページ/訪問) 

当月のアクティビティ 4000 をクリアー（前月 5000）！ コンテンツ拡充  

・アクセス数をキープして、コンテンツ拡充を図る。 

・キーワードを farm, yuzu, citron, family, Japan, lifestyle, Travel, Rural,を想定して、記事を書く。 

国別 アクセス TOP5 

国名 ページ 件数 バイト  

UNITED STATES 12,090 82,078 5.02 GＢ  

不明 3,585 3585 0  

Japan 2,807 47,357 5.04 Gｂ  

Canada 1,088 25,428 1.48 Gｂ  

China 785 1,083 42.17 Mｂ  

キーワード TOP5        検索数   パーセント 

JAPAN 267 29.3%   

site 23 2.5%   

www.japan 20 2.2%   

xnxx.com 18 1.9%   

com 18 1.9%   

外部ページからのリンク TOP3        URL     アクセス数           概略（推測） 

HTTP://M.FACEBOOK.COM(総計) 46 SNS 

http://tpc.googlesyndication.com/ 90 検索エンジン 

http://en.japantravel.com/special/rural-japan 27 提携英語サイト 

結論/対策 

1 月 SNS 投稿数：Facebook:81, Twitter:37  / 2 月 SNS 投稿数：Facebook:94, Twitter: 37 

・SNS からの WEB アクセス増加している。現状の AVJ(authentic-visit.jp)のユニークユーザー数が、4000 を継続

している。 

引き続き、コンテンツの拡充と SNS からの誘導で、アクセスを増加させ 3000 ユニークユーザー/月を継続クリア

ーして行く。 
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3 月 AUTHENTIC-VISIT.JP マンスリー 運営 レポート 

平成 28 年 3 月１日から 31 日 （31 日間）  3 月 11 日現在 

訪問者：2,526 訪問数：3,227 (1.27 訪問/訪問者) ページ：12,015(3.72 ページ/訪問) 

当月のアクティビティ コンテンツの拡充 人気のサムライの記事を書く（出水、鹿児島） 

・インバウンド外国人の皆さんに人気のサムライ記事（武家屋敷、出水）の記事をＵＰする。 

・キーワードを samurai, organic, sustainable, Japan, lifestyle, Travel, Rural, を想定して、記事を書く。 

国別 アクセス TOP5 

国名 ページ 件数 バイト  

UNITED STATES 4,901 38,847 1.97 GＢ  

不明 1,686  1,686 ０  

Japan 1,047 17,574 1.48 Gｂ  

China 580 1,592 140.42 Mｂ  

Canada 531 12,233 487.52 Mｂ  

キーワード TOP5        検索数   パーセント 

JAPAN 154 28.7%   

Japanese 16 2.9%   

in 12 2.2%   

authentic 9 1.6%   

farm 7 1.3 %  Farm がエントリー 

外部ページからのリンク TOP3        URL      アクセス数         概略（推測） 

HTTP://M.FACEBOOK.COM(総計) 66 SNS 

http://www.mlit.go.jp/kankocho/en/index.html 14 観光庁 英語サイト 

http://en.japantravel.com/special/rural-japan 19 提携英語サイト 

結論/対策 

1 月 SNS 投稿数：Facebook94:, Twitter:37  / 2 月 SNS 投稿数：Facebook:,未集計 Twitter: 未集計 

・SNS からの WEB アクセス増加している。初めて FARM がキーワードで登場。 サムライなどのＰＯＰのものと

Farm などのしっかり系をミックスしたコンテンツの拡充。 
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６．ウェブサイトの課題と今後の方向性 

 

  （１）決済機能について 

 本年度事業の中においては、昨年の「ふるさとふれあいプロジェクト英語版」から引

き継いだサーバーに個人情報管理機能がないことから、本ＷＥＢは各地域の販売する

プログラムの紹介ポータルサイトにする方針の為決済機能は付帯させていない。 

 地域において、個人旅行客のインバウド向けて販売できるプログラムコンテンツの

数が集まり販売・オペレーションができる体制になり、かつ本ＷＥＢの認知度が上が

り流通が求められるようになった時点で決済機能を付帯する検討が必要である。 

  

  （２）ＷＥＢデザインについて 

   クオリティの高い画像を使用することにより、デザイン性のあるＷＥＢを作成できたが、 スマー 

  トフォンでの閲覧を意識しシンプルな機能に拘ったこともあり，ＷＥＢの全体感が分かりにくいと 

  いう意見も挙がっている。 

   発信記事数は多いものの「商品」化できている内容ではない。 地域の紹介だけに留まらず、  

 地域で販売できるプログラムのカタログのような見せ方も検討が必要である。 

 

  （３）コンテンツについて 

 地域発信の情報を提供しているが、コンテンツの内容については包括的な地域情報に留まっ

た。また、地域から提供された情報をWEB サイトで紹介するための情報収集の仕組み（地域の

情報投稿システム）を立ち上げたものの、本システムに関する認知度をあげる場がなかった。 

 コンテンツ数を増やすためには地域に登録をしてもらう手法を確立したい。今後は登録する

地域にとってＳＮＳでの情報発信に留まらず多くの情報を提供してもらい記事化する等、地域に

とって、わかりやすくメリットのある仕組みが必要だと考える。 

 また、地域に対して事務局による細かく丁寧なフォローが必要である。 

 ※投稿システムの概要は次ページ参照 

 

 （４）プロモーションについて 

 日々の情報更新やＳＥＯ対策、日々のＳＮＳによるプロモーション等を行い着実にアクセ

ス数は向上しているが、媒体への広告出稿等は予算上行えず、爆発的なヒットにはつながっ

ていない。 

  日々の作業は行いつつ、各メディア記者の招聘による情報発信や海外のサイトへの広告 

 出稿等のプロモーションの検討が必要と思われる。 
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【投稿システムの仕組み】

 
 

【投稿によって情報発信をした地域】 

・栃木県大田原市 

・長野県飯山市 

・京都府南丹市美山町 

・岩手県遠野市 

・三重県田辺市 

・秋田県仙北市 
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第３章 

日本のグリーン・ツーリズムを紹介するパンフレットの制作 
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１．実施内容 

 

 （１）パンフレットの制作 

 国内の地域や旅行会社等が海外の関係者と商談する際に、日本のグリーン・ツーリズム

を紹介する事を目的としたパンフレットを作成した。その際にＷＥＢサイトの情報発信や

取材した地域からの画像収集等を行った。 

①パンレットの作成 

 ◆パンフレット制作の考え方 

 日本のグリーン・ツーリズムを語るパンフレットとなるよう訴求性、デザイン性の

高い写真を活用。写真においてはＷＥＢ制作で撮影取材をしている先進４地域での素

材を中心にし、訴求性が必要な写真は購入する。 

 全国各地で活用できるように、パンフレット内にはあえて地名を記載しない。 

 地域作成のパンフレットは具体的なコンテンツの説明や地域の説明に終始する場

合が多く、グリーン・ツーリズムとしての旅のスタイルの提案ができていないため、

本パンフレットは滞在スタイルを提案する目的で活用してもらう。 

 本パンフレットと地域作成のパンフレットを併用して活用してもらう。 

 

【パンフレットの構成】 

ページ 内 容 

表紙（1.P） 日本の四季をイメージして４枚の写真を組み合わせる 

表２（2P） 夕暮れの棚田（鴨川市）感性に訴えるデザイン性の高い写真の活用 

３P Eat Authentic Visit Japanese Food 産地に日本食を食べに行く事を訴求 

４～５P Japan Farm Stay 農家民宿での滞在を具体的に説明する 

６P Activites 田植え、稲刈り、花見、乗馬、かまくら、雪体験等 

表３（7P） 島国である日本だからこそ楽しめる景観、山、海、森、川、湖での過ごし方 

裏表紙（8P） 新しい日本の文化を体験こそ Authentic Visit Japan である 

 

◆パンフレットの活用について 

 パンフレットの制作部数は 10,000 部として、次ページの表のような機関等に配布

し、活用を依頼した。 

 残数 2,370 部に関しては 2016 年度のトラベルマート商談会にて活用予定。 
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【パンフレットの配布先】 

配布先 配布部数  配布先 配布部数 

農水省 1,000  JNTO パリ支社 100 

ツーリズムエキスポ 600  JNTO ニューヨーク支社 200 

トラベルマート商談会 400  JNTO ロサンゼルス支社 30 

いいやま観光局 200  JNTO トロント支社 200 

大田原ツーリズム 200  JNTO 台北支社 200 

遠野里山暮らしネットワーク 200 
 JNTO TIC（丸の内インフォメー

ションセンター） 
50 

美山エコツーリズム推進協議会 200  インド教育学会 1,500 

JNTO ソウル支社 50 
 観光庁台湾展示会「東北プロモ

ーション」 
500 

JNTO 北京支社 50  株式会社 TEI 関西空港事務所 1,000 

JNTO 香港支社 300 
 ＪＴＢ経由、各メディアや地域へ

の配布 
200 

JNTO シドニー支社 200 
 ＪＴＢシンガポール経由アジアパ

シフックの学校への配布 
200 

JNTO ロンドン支社 50  配布部数 合計 7,630 部 
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【制作したパンフレット】 
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（２）パンフレットの活用 

・ツーリズムＥＸＰＯ 2015 にて配布 600 部 

全国 47都道府県、141 カ国・地域、企業・団体が一堂に会する世界最大級の旅行展示会。今回は農林水

産省「グリーンツーリズム」ブースにて配布 

 

・第 58 回 ＡＳＩＳＣ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ（インド教育学会）1000 部 2015 年 11 月 18 日

～20 日に開催されたインドの教育関係の学会、ＪＴＢとして訪日修学旅行のプロモーションブ

ースを出展し、その場で本パンフレットを学校関係者（主に校長）に渡し、日本の農山村への

旅行のプロモーションを行う。また、学会内のプレゼンテーションにおいては「飯山」での滞

在プログラムの紹介をし、「日本食」、「食文化」、「田舎での体験」をテーマとした教育旅

行を訴求する。インドの教育関係者にとって訪日旅行はこれからの市場であり、興味は持って

いただく。特に、野菜を中心とした健康的な食事やベジタリアン対応についての興味が深かっ

た。  
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・関西空港におけるプロモーション 1000 部 

 （Ｈ27 年度国際空港を活用した日本食・食文化の魅力発信事業との連携） 

関西空港における空港周辺の地域産品のプロモーションブースを設置する。 

その中で本パンフレットの告知を行う。 

 

 

 

 

・ＮＨＫ「おはよう日本」にて紹介 

   第一章で報告をした遠野市における「トラベルマート 2015 ファムトリップ」の様子が 

   特集され、記者より本パンフレットの紹介があった。（放映日 2015 年 11 月 5 日） 
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第４章 

今年度業務のまとめ 
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 １．平成２７年度業務に見る訪日外国人旅行者の動向 

    ◆訪日外国人旅行者は過去最高の 1973 万人超に達し 2000 万人は目前に 

      平成 27（2015）年の訪日外国人旅行者は着実に増加し、過去最高（1341 万人）だっ 

     た平成 26年を、約 600 万人上回る 1973万 7 千人に達し記録を更新した。これまで 

     目標としていた年間 2000 万人の訪日外国人旅行者はほぼ達成したとして、新たに 2020 

     年までに 3000 万人の旅行者獲得という目標が掲げられた。 

    ◆リピーターの増加に伴い不日外国人旅行者の旅行行動の多様化が予想される 

      訪日外国人旅行者が「２千万人時代」に入ることで、インバウンド市場にも変化が予 

     想されている。例えばリピーターが増加することが予想され、「ゴールデンルート」が 

     中心だった訪日旅行の訪問先の多様化が始まる。また団体旅行とともに、FIT（個人旅 

     行）や教育旅行など、旅行形態の多様化も予想される。 

      今年度業務で、京都府の美山町へのバスツアーを造成し販売したが、ツアー参加者へ 

     のアンケート調査でツアーへの参加理由を聞いたところ、「都市ではない農村（田舎） 

     を見てみたかったから」という回答が 6割を超えている。 

      このバスツアーの参加者は台湾を中心とする中華圏が対象だが、訪日旅行の回数は平 

     均で 4.51 回とリピーターが多く（日本は初めてという人は 18％）、日本への訪問回数が 

     増えるとともに、農村などへの訪問意欲が高まることが予想される。 

      【美山町バスツアーへの参加理由（回答者 314 人）】 

 

     ◆農山漁村の活性化に向けてグリーン・ツーリズムへの取組が拡大 

       全国の農山漁村では、地域の活性化と課題解決に向けて「交流人口」に注目。自然 

      や文化、農産物等の地域資源を活用したグリーン・ツーリズムに取組む動きが活発化 

      している。 

       これまでのグリーン・ツーリズムへの取組は学校教育との連携で、小中学生を受入 

      れて農業体験を行い、あわせて地域の暮らしや文化を学習するといったものが多かっ 
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      た。 

       しかし最近では企業や団体との交流、家族やグループのレジャー活動の受入といっ 

      た動きがあり、2020 年東京オリンピック・パラリンピックに向けて注目が高まってい 

      る外国人旅行者の受入を検討している農山漁村も増えている。 

     ◆日本のルーラル・ツーリズム（グリーン・ツーリズム）への関心は高まっている 

       「2015 トラベルマート」における商談会及びファムトリップ（目的地：遠野）にお 

      いて実施した外国人バイヤーへの調査では、自国における日本のルーラル・ツーリズム 

      （グリーン・ツーリズム）への関心について、「関心を持っている人が多い」とするバ 

      イヤーが昨年よりも増加した。 

       昨年同様に「関心を持っているのは一部の人に限られるが」が 4割と多いものの、海 

      外における日本のルーラル・ツーリズムへの関心は高まっているといえる。 

      【バイヤーの母国における日本のルーラル・ツーリズムの関心】 

 2014 年度（N=43） 2015 年度（N=66） 

関心を持っている人が多い 20.9％ 34.9％ 

関心を持っているのは一部の人に限られる 44.2％ 39.4％ 

     ◆外国人バイヤーたちは日本の農山漁村を魅力ある資源と評価している 

       「2015 トラベルマート」における商談会及びファムトリップ（目的地：遠野）にお 

      いて実施した外国人バイヤーへの調査では、日本の農山漁村の自然や暮らし、文化や 

      ふれあい等に高い評価を示している。また旅行商品としても十分商品化が可能とする 

      バイヤーも多い。 

        【日本のルーラル・ツーリズムの商品化の可能性について】 
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２．訪日外国人受入に向けた旅行商品の販売手法等について 

  （１）「トラベルマート 2015」への出展・参加について 

    ◆出展地域にとって「トラベルマート（商談会）」への参加は大きな効果をもたらす 

      今年度は４地域を選考して「トラベルマート 2015」への出展をサポートした。 

      出展地域へのアンケート調査及びヒアリング調査では、各地域ともに「トラベルマート」 

     の出展と商談会に参加したことに関して、以下のような効果をあげ「非常に有効」だった 

     と評価している。また各地域ともに「次年度以降も参加したい」という意向を示しており、 

     「トラベルマート（商談会）」への参加はインバウンドの受入に取り組もうとする地域に 

     は有効な施策だといえる。 

     【「2015トラベルマート」の効果について】 

      ・海外のバイヤーのニーズが分かり、自分たちの地域の課題や問題点が分かった 

      ・バイヤーの質問から、自分たちの地域が取り組むべき方向性が見えてきた 

      ・自分たちが想定していたターゲットや商品のイメージが修正できた 

      ・バイヤーの質問から、商品や取組に関するヒントを得た 

      ・バイヤーだけでなく国内の各地域の情報や取組に対する理解が深まった 

   ◆「2015 トラベルマート（商談会）」への出展・参加をサポートする活動が有効に機能した 

      展示会やバイヤーとの商談に不慣れな農山漁村地域にとっては、出展に向けての準備活 

     動へのサポートが必要という、昨年の課題を踏まえて、今年度は事務局が出展地域との情 

     報共有や資料作りへのアドバイス、商談会の相手についての相談・調整等を行い、円滑 

     な出展及び商談会を目指した。 

      ２地域が昨年からの継続出展だったこともあるが、初めて参加した地域でも混乱はなく、 

     トラベルマート終了後に行った出展地域へのヒアリング調査でも、事前の準備活動へのサ 

     ポートは有効だったとする意見が多かった。 

   ◆インバウンド向けの商品作りには「旅行代理店」との連携が有効 

      バイヤー調査では、日本におけるルーラル・ツーリズム商品の作り方を質問したが、 

     最も多かったのが「日本の旅行会社への依頼」、「旅行会社の商品をそのまま販売」が上 

     位を占めた。海外の旅行会社と日本の受入地域がダイレクトに話し合うケースはまだ少 

     ない。団体の獲得やビジネスとしてのマネジメントの点からも、旅行会社との連携が 

     必要だと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

日本の旅行会社等にニーズや要望を伝えて、独
自商品の企画・手配を依頼する

日本の旅行会社等が販売する既存商品（パッ
ケージ型）をほぼそのまま利用する

自社の日本支社等と連携して、現地の旅行関係
者と折衝・調整しながら商品を企画・手配する

本国の担当者が、現地の旅行関係者と直接折
衝・調整して商品を企画・手配する

日本の旅行会社等が販売する既存商品（パーツ）
を組み合わせて、独自の商品を作る

その他

無回答

43.9 

24.2 

21.2 

18.2 

16.7 

1.5 

12.1 

0 10 20 30 40 50
（％）

N=66
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 【トラベルマート出展地域へのアンケート調査の結果（要約）】 

質問項目 大田原市 飯山市 

トラベルマートの商談会 

における手ごたえ 

・反応の良かった旅行会社 5 社あり 

 （タイ、マレーシア２社、シンガポール、 

 ベトナム） 

・反応の良かった旅行会社３社あり 

 （オーストラリア、ドイツ、ニュージーラ 

 ンド） 

トラベルマート終了後の 

商談相手へのアプローチ 

・商談時に反応の良かった相手だけに行った

（E メールの送信） 

・商談した相手すべてにアプローチを行った 

（E メールの送信） 

アプローチした内容 ・商談のお礼 

・体験プログラムやツアーの情報 

・商談時の質問や話題などへの回答 

・商談のお礼 

・商談時の質問や話題などへの回答 

商談相手からの連絡・ 

問い合わせ 

・今年の商談相手から問い合せがあった  

 （２社） 

・過去に商談した相手から問い合せがあった 

（１社） 

トラベルマート後の取組 ・FIT に向けての取組（全域） 

・モニターツアー＆プログラムの企画 

・長野県と協力してのファムトリップの受 

 入（東南アジア） 

・北陸新幹線エリア県共同のファムトリッ 

 プ受入（ランドオペレーター） 

・飯山駅職員・英語教室 

・インバウンド向けの広告（snow monkey） 

トラベルマート後に新た

に始めたこと 

・需要として大きい FITを今後どのように取り 

 込んでいくかの検討。 

・いかに海外に PR をしていくか。 

・学校交流（学校数が少ないため難しい） 

・ターゲット国について 

トラベルマートのような商

談会への参加意向 

・今後もぜひ参加したい ・今後もぜひ参加したい 

→具体的な海外のバイヤーとの接点ができ 

  る貴重な機会であるから 
→直接エージェントの方と話ができることで、 

  ニーズを知ることができる 

・また、各エリアの動きなどを勉強すること 

 もでき、今後の自分たちがやるべきこと 

 が見えてくるので 

トラベルマートに出展す

る際に必要な準備活動 

・商談相手の言語に合わせた独自説明資料 

・相手国や旅行形態の絞り込みなどの戦略 

 づくり 

・商談相手の言語に合わせた独自説明資料 

 

事務局への要望や意見 ・可能であれば、それぞれのバイヤーのター 

 ゲットの顧客が何であるかがもう少しわか 

 りやすくなると商談相手を選びやすくなる 

・今回のマッチングシステムでは相手の顧客 

 や求めているものが曖昧だった部分があ 

 り、お互いにとってマッチングが良くない部 

 分があった 

・各市町村に「インバウンドに取り組むので 

 あれば、ある程度スタッフ含めしっかりとベ 

 ースを整えることも必要です」といったこと 

 を、セミナー形式等で偉い方から、市町村 

 のある程度偉い方に伝えてもらう方が、所 

 謂地方市町村は、動きが早いと考える 

・取り組むべきベースの考え方は変わらないと 

 思うので、そのベースを担当者が替わって 

 も継続するためには市町村としての全体 

 理解が必要かと思っている 
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質問項目 南丹市美山町 遠野市 

トラベルマートの商談会 

における手ごたえ 

・反応の良かった旅行会社 2 社あり 

 （スイス、カナダ） 

・各国から交通手段について質問された 

・反応の良かった旅行会社３社あり 

 （オーストラリア、ロシア、イタリア） 

トラベルマート終了後の 

商談相手へのアプローチ 

・商談した相手すべてにアプローチを行った

（E メールの送信） 

・商談時に反応の良かった相手だけに行った

（E メールの送信） 

アプローチした内容 ・商談のお礼 

・地域の自然や文化等の情報 

・宿泊施設や観光施設に関する情報 

・商談時の質問や話題などへの回答 

・相手のニーズや要望を聞く質問 

・商談のお礼 

・商談時の質問や話題などへの回答 

商談相手からの連絡・ 

問い合わせ 

・今年の商談相手から問い合せがあった  

 （２社） 

・今年の商談相手から問い合せがあった 

 （１社） 

トラベルマート後の取組 ・バス乗り場の英語表記案内整備（共通） 

・冬のイベント広告英語表記、英語による   

コミュニケーションの充実（共通） 

・SNS による広告拡充（共通） 

・当市内観光施設における最低限の英語ガ 

 イドの整備への働きかけ 

・VJTM で記入いただいたアンケートの共有 

・外国人旅行者用アプリの試作（以上欧米） 

・食事制限旅行者における食事メニューの 

 表記法検討（東南アジア圏） 

トラベルマート後に新た

に始めたこと 

・京都からの移動手段で観光客への負担軽 

 減のための施策 

・自然を楽しむアクティビティ（トレッキングツ 

 アーなど）のインバウンド受入れ体制構築 

 

（上記の取組） 

トラベルマートのような商

談会への参加意向 

・今後もぜひ参加したい ・今後もぜひ参加したい 

→訪日客のニーズや受け入れのための課 

  題点が明確になった 

 

→昨年参加し 1 年ではとても成果の出ないこ 

  とを痛感した 

 ・当市のような小さいエリアでは、行政観光 

  担当者にも商談を感じてもらい、地域全 

  体としての課題を共有出来なければ誘致 

  には至らないため、多くのスタッフと参加 

  したい 

トラベルマートに出展す

る際に必要な準備活動 

・英語や中国語による自地域の紹介サイト 

 の開設 

・相手国や旅行形態の絞り込みなどの戦略 

 づくり 

・各国のグリーンツーリズム情報の収集（特 

 色・ニーズ） 

・バイヤーへのアプローチ方法に関するマニ 

 ュアル 

・商談相手の言語に合わせた独自説明資料 

・英語や中国語による自地域の紹介サイトの 

 開設 

・外国人旅行者受入のための中核組織確立 

・外国人旅行者受入のための地域合意形成 

・受入に成功している農山漁村への視察 

事務局への要望や意見 ・アンケートの量が多く、商談相手にかける負 

 担が大きくなってしまったのでもう少し軽い 

 ものだと有難い 
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    （２）出展４地域の旅行商品の販売手法等の検証 

     今年度の事業では出展した４地域が、外国人旅行者の受入や商品づくりに関して独自の 

    テーマを設定し、その販売等に取り組んだ。4地域のテーマは以下のとおりである。 

        ◆大田原市 個人旅行者（FIT）の誘客に向けた自由度の高い滞在スタイルの提案 

        ◆飯山市  北陸新幹線の開通を好機とした訪日教育旅行の誘致 

        ◆美山町  「雪資源」と「春節」を活用したバスツアーや宿泊商品の造成・販売  

        ◆遠野市  「ファムトリップ」の実施による海外の旅行関係者ネットワークの形成 

     4 地域の成果や課題及びそれを踏まえた今後の取組をまとめたのが下表である。（詳細は 

    第 1 章 4. トラベルマート出展地域のツアー商品造成と販売実験の支援（P52～を参照） 

     大田原市では FITの誘客に向けて、農家の離れを利用した民宿を開業し、自由に歩いて回 

    れる英語版マップの制作等を行ったが、準備や制作に時間がかかったこともあり、3月の時 

    点ではまだ外国人旅行者は目に見える形では増えていない。しかし基本的な受入体制は整っ 

    たことから、今後の情報発信や宿泊した旅行者の口コミ等によって利用者や訪問客は増加し 

    ていくことが期待されている。 

     飯山市では訪日教育旅行の誘致に取り組み、アジア太平洋地域でのプロモーションを展開 

    し、いくつか問い合わせや引き合いがあった。またタイの教育旅行の商品企画も行っている。 

    暖冬・少雪の影響もあって 3月時点では成約はまだないが、次年度以降も継続して取り組む 

    こととしている。 

     南丹市美山町では、春節に合わせた雪体験をメインにしたバスツアーを販売し 350 人近く 

    の中華圏の旅行者の誘客を達成した。また欧米圏からの旅行者にもバスツアーを販売し一定 

    の誘客に成功した。一方で宿泊客や東南アジア圏の誘客には課題が残った。しかし「集節」 

    「雪資源」に注目した商品づくりと販売は成功したことから、来年度以降の継続と充実化を 

    進めることとしている。 

     遠野市は「トラベルマート 2015」に連動したファムトリップを実施し、海外のバイヤー 

    に遠野を強く印象付けるとともに、地域内にインバウンドに対する関心や取組を喚起する効 

    果を生みだした。ファムトリップ参加旅行会社との商品化や実際の誘客はまだ実現していな 

    いものの、こうした取組が次年度以降に成果を生みだすものとしている。 

     以上のように 4地域はそれぞれのテーマに即して、受入体制整備やプロモーション活動、 

    商品化や販売などの取組を進め、一定の成果を上げたといえる。今年度の取組に関しては、 

    推進手法や進める上での課題などが見えてきたが、それぞれの活動や手法を評価し、全国の 

    農山漁村地域の参考となるポイントを分析するには、まだ時間が足りない。各地域の取組は 

    まだ端緒についたばかりで、その成否を判別することが難しいためである。 

     4 地域の今年度の取組を踏まえつつ、次年度もアンケートやヒアリング等の調査活動を通 

    じて継続的に成果を追跡し、他地域の参考となる手法を収集・分析することが有効だと考え 

    られる。 
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【4 地域の今年度の取組】 

地域と今年度の取組 成果・課題及び今後の取組 

 

 

大田原市 

◆FIT をターゲットにした 

  自由度の高い滞在提案 

◆自立的な街歩きを楽しめ 

  る環境整備 

 

（成果） 

・「離れ」を活用した農家民宿を２軒設置し販売を開始 

・2 次交通の解消に向けて、地元のタクシー会社して連携して送迎システムを整備 

・地域内を散策できる詳細マップを各種作成 

・各種メディアを使用して大田原を発信 

（課題） 

・販売を開始したが告知や浸透不足から紹介した外国人 2 組が宿泊したにとどまる 

・まだ目に見える形で FIT（個人旅行者）が増加していない 

（今後の取組） 

・離れ民宿、タクシーの送迎システムの受容性の確認 

・離れ民宿の販売方法・発信方法 

・FIT を大田原に呼び込む手法の検討 

 

 

飯山市 

◆訪日教育旅行の誘致 

（成果） 

・JTB との連携でアジア大洋地域でプロモーション活動を実施。問い合わせや商品 

 企画など具体的な動きがあった 

・タイでは「雪」を活用した商品づくりを実施。「雪資源」の活用の有効性を確認した 

（課題） 

・催行料金を高く感じさせない工夫や精度の検討 

・アジアの学校に多い「学校交流」ニースへの対応 

・雪資源の活用については、少雪となった場合の対応が必要 

（今後の取組） 

・自治体との連携強化による教育旅行の受入拡大 

 

 

美山町 

◆雪資源の活用 

◆「春節」をとらえた中華圏 

  の攻略 

（成果） 

・春節時期の中華圏旅行者を誘客する日帰りツアーで 350 人近くの販売を達成 

・「雪体験」に対する中華圏旅行者の反応は良好で、ツアーの有効性を確認 

・街なみや古民家、ライトアップなどへの評価も高く、資源としての可能性を確認   

（課題） 

・宿泊商品の販売を行ったが反応は良くない（売れない） 

  →不振だった理由の解明と対応方策の検討が必要 

・バスツアーの参加者からは（美山町での）食事への反応・評価が希薄 

・雪が少なかったため満足度が低い参加者もいた。少雪時の対応も課題となる 

（今後の取組） 

・雪資源の活用及び春節期の商品作りの継続的実施 

・住民との交流プログラムや冬季以外の受入プログラムの検討 
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遠野市 

◆ファムトリップを活用した 

 インバウンド戦略構築 

 

 

（成果） 

・ＮＰＯ遠野山・里・暮らしネットワークと自治体の連携がより一層強まった 

・ファムトリップの実施などを通じてインバウンドへの取組の必要性が地域に浸透し、 

 「遠野民泊協会」や遠野市による語学研修等が強化された 

・観光関係者間のインバウンド体制に関する情報共有の会議の開催 

・県による台湾招致活動や観光施設による台湾とタイへの商談会参加等の動きが活発

化 

（課題） 

・人的制約もあって、ファムトリップに参加した旅行業差へのアプローチが不十分 

・農家民宿等、地域内の宿泊施設の整備 

・バイヤーの意見などを参考に FIT へのプログラムなどの開発・強化が必要 

（今後の取組） 

・訪問した外国人旅行者向けプログラムや施設の充実化 

・自治体や旅行会社との連携による情報発信やプロモーション活動の強化 

・ファムトリップで訪れたバイヤーとのネットワーク体制づくり（応援団化） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



130 

 

 

  ３．その他の課題と今後の取組について 

 

   ◆自立的な取組を生み出すための支援体制の整備が必要 

     訪日外国人旅行者の誘客を巡る地域間競争はさらに激しくなることが予想される。外国人 

    旅行者の誘客を図るためには、地域内の受入体制やプログラム開発、Wi-Fi 環境の整備など 

    の取組を、地域が主体的に進めていくことが必要となる。 

     町村や集落といった小さな単位の組織が受入の主体となることが予想されるが、そうした 

    地域が取組を進めるためには、以下のような体制づくりや支援が求められる。 

     １）受入をマネジメントするための実務的な中核組織の形成（NPO 等） 

     ２）中核組織が活発な活動を行うための人材の確保やネットワークの形成 

     ３）受入を進めるための地域住民の合意と協力 

     ４）施設や資金を含めた受入に関する自治体の支援 

     ５）自治体や農山漁村の取組を促す国や公的機関の応援 

     今年度の業務で各地の商品化や販売活動をサポートし、成果や課題を検証する中で、改め 

    て上記の５つのポイントの重要性を確認した。同時に地域が受入を実現するまでには、継続 

    的な取組が必要であり、したがってその支援も単発ではなく、継続的な視点や中長期を見据 

    えた支援を考える必要がある。 

   ◆ＷＥＢサイトの活用に向けて 

     美山町へのバスツアーを利用した旅行者へのアンケートでは、多くの旅行者がバスツアー 

    についての情報源として、日本の旅行情報と予約ができるサイトをあげていた。また雪景色 

    やかやぶきの里のライトアップなどを、ＳＮＳやブログにアップしている旅行者も多かった。 

     このように訪日外国人旅行者への情報発信や旅行商品の販売にはインターネットを活用 

    することが有効であり、今年度もその考え方から情報内容の拡充とリニューアルを進めてき 

    た。アクセス数は次第に増えてきているが、以下のような課題が指摘できる。 

     ①ホストサーバーの制約（個人情報管理機能がない）から決済機能が付帯しておらず、情 

      報を見てすぐに予約するといった、ワンストップで情報入手から予約までができない。 

     ②地域側の投稿が少なく、タイムリーな情報やきめの細かい情報が十分に提供されてい 

      ない。事務局でフォローするには限界があり、掲載地域に情報を発信する管理者を置く 

      などの、情報管理体制が必要である。 

     ③サイトの知名度がまだ低い状態にある。外国人旅行者の認知度アップやアクセス数の向 

      上につながるような、コンテンツ開発やサイト自体のプロモーション活動を検討したい。 

      

 


